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各  位 

会社名 株式会社ツインバード 

代表者名 代表取締役社長 野水 重明 

（コード番号 6897 東証スタンダード） 

問合せ先 取締役企画管理本部本部長 渡邉 桂三 

（TEL 0256-92-6111） 

 
 

長期ビジョン「VISION 2030」 及び 新中期経営計画（2023-2025） 
の策定に関するお知らせ 

 
当社は、長期ビジョン「VISION 2030」及び新中期経営計画（2023-2025）を策定いたしましたの

で、下記の通りお知らせいたします。 

 

記  

 

1. 前中期経営計画（2020-2022）の振り返り 

前中期経営計画（2020-2022）では、「事業構造を筋肉質に転換し、強化した財務体質を活用して

収益事業で成長を目指す」という基本戦略を掲げ、TWINBIRD ブランドの価値向上、経営品質の向上、

成長事業の進展に取り組んでまいりました。 

家電製品事業では、既存製品を大胆に絞り込みながら高付加価値の新製品を投入し、商品ミック

スの最適化と原価低減を実行した結果、売上総利益率は改善したものの、最終年度におきましては

急激な外部環境の変化もあり、売上高は減少いたしました。 

FPSC 事業では、ワクチン運搬庫の大型受注の収益獲得により、利益計画の早期達成に貢献いたし

ました。しかしながら、リフレッシュサービスや海外 ODA を通じた輸出を継続しているものの、出

荷台数はピークアウトしています。従来から取り組んできた主要４分野（医薬・計測・エネルギー・

食品）においては、売上高は微増となっております。 

財務面では、エクイティファイナンスの実行により向上した財務安全性をテコに、将来の事業拡

大のため、商品開発投資・広告投資・ＤＸ投資等の戦略的投資を継続しておりますが、現時点では

投資が先行しており、投資効果の刈り取りに課題を残す結果となりました。 

 

2. 長期ビジョン「VISION 2030」について 

こうした振り返りを踏まえ、上場企業としての原点に立ち返り、ステークホルダーズの皆様のご

期待にお応えし続けるため、３ヵ年の中期経営計画のみならず、2030 年に向かって長期ビジョン

「VISION2030」を策定しました。「お客様満足№１」のその先へ～燕三条発のイノベーションで、

世界中の人々に持続可能な幸せを提供するブランドになる～を目指します。 

 

3. 新中期経営計画（2023-2025）の策定にあたり 

私たちの強みは、300人の小さな組織でありながら、自社工場を含む「フルセットのバリューチェー

ン」を有しており、加えて様々な「パートナー企業との共創を行う柔軟さ」を併せ持っていること

です。新中期経営計画（2023-2025）では、需要の大きな生活必需品カテゴリーに、ツインバードの



 

独自性あふれる製品を、小型から中型までのラインナップで拡充いたします。このため、積極的な

新商品開発投資を実行します。さらに、このユニークなバリューチェーンを顧客起点で仕組み化す

ることにより、事業拡大のフレームワークを構築いたします。 

引き続き、株式会社ツインバードに対するご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

4. 新中期経営計画（2023-2025） 最終年度（2025 年度） 数値目標 

 

2025 年度 

（2026 年 2 月期） 

目標値 

参考：2022 年度 

（2023 年 2 月期） 

実績（連結） 

2022 年度比 

売上高 150 億円 109 億円 +37.2％ 

営業利益 8 億円 0.4 億円 20 倍 

営業利益率 5.3％ 0.4％ +4.9pt 

ROE（自己資本利益率） 5.0％以上 0.8％ +4.2pt 以上 

DOE（純資産配当率） 1.8％以上 1.7％ +0.1pt 以上 

PBR（株価純資産倍率） 1.0 倍以上   

 

（注）本計画に記載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、記載された将来の計画

数値や施策の実現を確約したり、保証するものではありません。 

 

以上 
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Ⅰ. 代表取締役社⻑ 挨拶
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●前中期経営計画（2020-2022）の振り返り
前中期経営計画（2020-2022）では、「事業構造を筋⾁質に転換し、強化した財務体質を活⽤して収益事業で成⻑を目指す」という基本戦略

を掲げ、TWINBIRDブランドの価値向上、経営品質の向上、成⻑事業の進展に取り組んでまいりました。
家電製品事業では、既存製品を大胆に絞り込みながら高付加価値の新製品を投入し、商品ミックスの最適化と原価低減を実行した結果、売上

総利益率は改善したものの、最終年度におきましては急激な外部環境の変化もあり、売上高は減少いたしました。
FPSC事業では、ワクチン運搬庫の大型受注の収益獲得により、利益計画の早期達成に貢献いたしました。しかしながら、リフレッシュサー

ビスや海外ODAを通じた輸出を継続しているものの、出荷台数はピークアウトしています。従来から取り組んできた主要４分野（医薬・計測・
エネルギー・食品）においては、売上高は微増となっております。

財務面では、エクイティファイナンスの実行により向上した財務安全性をテコに、将来の事業拡大のため、商品開発投資・広告投資・ＤＸ投
資等の戦略的投資を継続しておりますが、現時点では投資が先行しており、投資効果の刈り取りに課題を残す結果となりました。

●⻑期ビジョン「VISION2030」について
こうした振り返りを踏まえ、上場企業としての原点に立ち返り、ステークホルダーズの皆様のご期待にお応えし続けるため、3ヵ年の中期経

営計画のみならず、2030年に向かって⻑期ビジョンVISION2030を策定しました。「お客様満足№1」のその先へ〜燕三条発のイノベーションで、
世界中の⼈々に持続可能な幸せを提供するブランドになる〜を目指します。

●新中期経営計画（2023-2025）の策定にあたり
私たちの強みは、300⼈の小さな組織でありながら、自社工場を含む「フルセットのバリューチェーン」を有しており、加えて様々な「パー

トナー企業との共創を行う柔軟さ」を併せ持っていることです。新中期経営計画（2023-2025）では、需要の大きな生活必需品カテゴリーに、
ツインバードの独自性あふれる製品を、小型から中型までのラインナップで拡充いたします。このため、積極的な新商品開発投資を実行します。
さらに、このユニークなバリューチェーンを顧客起点で仕組み化することにより、事業拡大のフレームワークを構築いたします。

引き続き、株式会社ツインバードに対するご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
2023年８月31日

株式会社ツインバード 代表取締役社⻑ 野水 重明

代表取締役社⻑ 挨拶
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〜⻑期ビジョン〜
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2030年の社会変化

2030年の社会変化 機会と脅威

政治・規制動向

Political/Legal

• 地政学リスクの高まり
• 消費増税による国内個⼈消費の収縮
• 先進国を中心に脱炭素への動きが加速

• グローバルサプライチェーン断絶リスクの顕在化
• 国内家電市場の競争が激化
• 家庭⽤・産業⽤省エネ機器の需要拡大

経済動向

Economical

• 経済・金融の混乱
• 単身・少⼈数世帯が増加

消費の中心が団塊ジュニア世代に
• 世界白物家電市場が9.2%成⻑

• 為替変動リスクの高まり
• 顧客嗜好の変化
• 海外家電市場に向けた商品の開発と販路開拓

社会・文化動向
Social/Cultural

• 国内生産年齢⼈口が2022年比8.7％減
• エシカル消費が拡大

• DXによる生産性の向上と経営のスリム化
• 脱プラ・脱炭素の要請に応じた製品の開発

技術動向
Technological

• D2C市場が拡大
• AR／VRの一般化とメタバースの普及
• AIを活⽤した需要予測が一般化

• 新たなビジネス機会の創出
• リアル×デジタルによる顧客体験の進化
• DXによる在庫のスリム化
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三条市にてメッキを主体とする
「野水電化被膜工業所」を創業

販売会社「株式会社 栄」を設立

「ツインバード工業株式会社」に社名変更

本社物流センター完成 野水 重明 社⻑就任

自社ビル「ツインバード日本橋
ゲートオフィス」開設(東京支社)

ビジョン「お客様満足No.1」制定

FPSCを搭載したディープフリー
ザーをCOVID-19ワクチンの輸送・
保管⽤として計１万台出荷
／リブランディング宣言

小型家電ギフト商品化

「株式会社ツインバード」
に社名変更

2022

ツインバードの歴史
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燕三条地域 感動体験 持続的な幸せ

ツインバードの大義
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時代に左右されない ずっと安心して使える 本質的な豊かさ

ツインバードが大切にすべき価値観
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共創
（技術）
（品質）

各分野のプロフェッ
ショナルや専門家

新潟県燕三条地域の金属加工
技術を中心とするものづくり
の生態系と職人魂
大学や研究所の研究者 クリエイティブ会社のデザイナー

広告代理店のクリエイター

技術と芸術の融合
（コンテンツ）

（プラット
フォーム）

ユーザー
の視点

プロ
の視点

マイスター
の視点

クリエイ
ターの視点
（デザイン）
（統一感）

（本物）
（物語）

共創の精神

ユーザーが求める価値を見極め、
絞り込んだ本質機能とデザインを
高いレベルで融合させ作り込む

TWINBIRDの強み ‐ クラフトマンシップと共創の精神

自社と社外のパートナー企業との
新結合による新しい技術の組合せ
によりイノベーションを実現する
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VISION 2030
「お客様満足№1」のその先へ

〜燕三条発のイノベーションで、世界中の人々に持続可能な幸せを提供するブランドになる〜

パーパス
１. 感動と快適さの提供により、人々の「持続可能な幸せ」を創造する
２. 燕三条地域特性を生かした付加価値創造により、地域経済成⻑を牽引する
３. グローバル視点で活動し、国内外の社会課題を解決する

経営理念
感動と快適さを提供する商品の開発
相互信頼を通じた豊かな関係作り

快活な職場づくりへの参画と社会の発展への寄与
⾃⼰の成⻑と豊かな生活の実現

ツインバードの経営理念・パーパスと「VISION 2030」
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ブランド投資を結実させ、「熱狂的なファン」100万人を獲得する！

・市場環境に合わせ⾃社ブランドとOEMを使い分け、東アジア
市場に加え、経済成⻑著しい東南アジア市場を開拓する

・燕三条発のイノベーションで、お客様の「一番美味しい」
「一番快適な」を創造する製品群を提供する

・家電製品事業で確立したブランド資産をレバレッジし、
事業領域を拡大する

海外市場

家電製品事業

VISION 2030：家電製品事業

国内市場
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・脱炭素に取り組む企業に対し、省電力・低排熱など FPSCエ
ンジンの優れた環境性能を訴求し、既存冷却装置の置き換え
を進める

・パンデミックで立証されたFPSC冷凍機の高い信頼性を武器に
成⻑するグローバルコールドチェーン市場に向け、
低温〜超低温までカバーする冷凍庫・冷凍運搬庫を提供する

・性能担保に必須となる定期保守サービスを事業化する

世界の人々の健康と、持続可能な社会づくりに貢献する！

VISION 2030：FPSC事業

 医療・バイオ分野
 化学・エネルギー分野
 計測・環境分野
 食品・流通分野

 脱炭素への貢献

FPSC事業
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新中期経営計画2023-2025の位置づけ

2025 20302022 2023 2024 2026 2027 2028 2029

HOP
中期経営計画 2020-2022

2020 2021

STEP
中期経営計画 2023-2025

JUMP
中期経営計画 2026-2028
お客様に販売する店舗網を構築し
ツインバードの世界観を表現する
デジタルやM&Aを活用し、グロー
バルにスケールする

バリューチェーンの仕組み化と
積極的な新商品開発投資により
成⻑のフレームワークを作る

事業構造を筋肉質に転換
強化した財務体質を活用し
収益事業で成⻑を目指す

「匠」から「仕組み」へ既存商品点数を半減、商品
ポートフォリオを最適化

非連続な事業成⻑のフェーズへ

VISION 2030
「お客様満足№1」のその先へ

〜燕三条発のイノベーションで、世界中の人々に持続可能な幸せを提供するブランドになる〜



Ⅲ. 新中期経営計画2023-25



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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伸びる市場×シリーズ化
＝スケール

商品ポートフォリオの最適化

デジタル化の推進

サプライチェーンの最適化

効率的な海外販路・事業
パートナーの開拓

セールスエンジニアリング
強化でFPSC事業拡大

TWINBIRD
ブランド価値向上

基
本
戦
略

事

業

戦

略

事業構造を筋肉質に転換、強化した財務体質を活用し収益事業で成⻑を目指す

お客様起点のこだわりの
商品開発

ロイヤルカスタマーの創造

ステークホルダーズ（株主・お客様・お取引先・社員・地域社会）への貢献

経営品質の向上 成⻑事業の進展

※新冷却技術FPSC
(フリー・ピストン・スターリング・クーラー)

成

果

人材育成と人的資源の強化

継続的な品質と原価の作りこみ

前 中期経営計画2020-2022の骨子： 基本戦略・事業戦略
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（百万円） 2020
実績

2020
中計目標 差異

2021
実績

2021
中計目標 差異

2022*
実績

2022*
中計目標 差異

純売上高 12,505 12,200 +305 12,869 12,600 +269 10,930 13,180 △2,250

営業利益 608 250 +358 719 350 +369 40 480 △440

営業利益率 4.9% 2.1% +2.8pt 5.6% 2.8% +2.8pt 0.4% 3.6% △3.2pt

経常利益 484 130 +354 610 230 +380 143 450 △307

当期純利益
（親会社株主帰属） 164 60 +104 419 150 +269 69 300 △231

ROE 2.3% 0.9% +1.4pt 5.0% 2.3%
以上 +2.7pt 0.8% 4.6%

以上 △3.8pt

自己資本比率 62.2% 59%
程度 +3.2pt 78.2% 60％

程度 +18.2pt 74.5% 62%
程度 +12.5pt

* 2022年度の実績及び中計目標は収益認識会計基準適⽤後の数値となります

FPSC事業のワクチン運搬庫の大型受注により、2020年度及び2021年度の業績は目標値を大幅に上回る
一方、サプライチェーンの脆弱化や原価高騰等の影響を受けて、2022年度は下期で業績改善も目標未達となる

前 中期経営計画2020-2022の振り返り
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基本戦略 事業戦略 前 中期経営計画期間における実施状況

TWINBIRD
ブランド
価値向上

ロイヤルカスタマーの創造 自社オンラインストア会員数増加も、ロイヤル化は道半ば

伸びる市場×シリーズ化＝スケール 冷蔵庫・洗濯機など一部の商品カテゴリーについてはシリーズ化

お客様起点のこだわりの商品開発 「匠・感動」新商品を立ち上げも、開発期間が⻑期化

経営品質の
向上

商品ポートフォリオの最適化 商品点数を半分に削減も、開発効率向上が課題

継続的な原価と品質の作り込み 原価低減が進捗、商品の高付加価値化により技術難易度向上

サプライチェーンの最適化 商品絞込みにより効率化が進むも、国内外の製造拠点見直し必要

デジタル化の推進 管理系システムの投資完了、SCMシステムの要件定義が完了

⼈材育成と⼈的資源の強化 新⼈事制度の見直しや教育体系の再構築に着手

成⻑事業の
進展

効率的な海外販路・事業ﾊﾟｰﾄﾅｰ開拓 従来の東アジア市場に加え東南アジア市場の開拓へ方針設定

ｾｰﾙｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ強化でFPSC事業拡大 国内2,500万⼈のワクチン接種に貢献し、ODAを通じて海外展開

基本方針: 事業構造を筋肉質に転換 強化した財務体質を活用し収益事業で成⻑を目指す

前 中期経営計画2020-2022の振り返り（各事業戦略）
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ブランドプロミス
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新コーポレートロゴ/ ブランドプロミス発表 ２つのブランドラインを立ち上げ

2021年11月 創業70周年 リブランディングを宣言
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「匠プレミアム」と「感動シンプル」ブランドライン

匠の技術・暗黙知を家電の力で具現化する「Takumi Premium」 生活者の”不”を最もシンプルな形で解消する「Kando Simple」
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F P S C 事 業

大胆な戦略的投資
により事業変革を加速し

次のステージへ企
業
価
値
の
向
上

家 電 製 品 事 業

ワクチン運搬庫ビジネス(国内・海外)

収益性改善
DX第2フェーズ(攻めのDX)DX加速による業務改革

新商品開発・マーケティング投資

治療薬など新たなコールドチェーン領域

時 間

３年間で34億円の投資を実行
（キャッシュベース）

戦略的投資の実行（2020年度〜2022年度）



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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出典：日本電機工業会（JEMA）白物家電の出荷金額

単独世帯数は2035年まで増加傾向を維持

1980年 2010年 2035年0

1千万

2千万

世帯数の変化と予測

出典：国立社会保障⼈口問題研究所

単独世帯

・アフターコロナの社会へ

・価格上昇を受け消費行動の変化により
高付加価値製品と低価格製品への二極化が進む

 今後20年間で世帯数は約5%減る見通しも、単独世帯数は増加傾向
 大量生産大量消費からニーズの多様化が進む

 物価上昇による生活防衛意識の高まりから、消費は高付加価値製
品と低価格製品への二極化が進む

 買い替え需要は底堅く推移

 原材料・輸送費の高騰により多くの白物家電の販売価格が上昇
買い控えにより販売数量は減少するも、高付加価値製品の底堅い
需要に支えられ、金額ベースでは２年連続で増加する見通し

・国内少子高齢化の進展と単独/少人数世帯の増加

→単独/少人数世帯にフィットする中小型製品のラインナップがカギ

 巣ごもり需要の一巡
 外出機会の増加やサービス消費へのシフトが見込まれる
 規制緩和の中で旺盛なインバウンド需要が見込まれる

環境認識（白物家電動向）
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新中期経営計画2023-2025の骨子

既存商品１点当たり売上高
を最大化し収益基盤を堅持

サプライチェーン
マネジメントシステムの刷新

FPSC事業は冷凍運搬庫と冷却
デバイスの二本柱で事業を拡大

お客様視点での
商品ラインナップ拡充

基
本
戦
略

事

業

戦

略

バリューチェーンの仕組み化と積極的な新商品開発投資により成⻑のフレームワークを作る

「匠・感動」商品の創出 品質・原価の作り込み

ステークホルダーズ（株主・お客様・お取引先・社員・地域社会）への貢献

財務体質を
筋肉質に強化 成⻑事業の進展

成

果

固定費の圧縮

家電製品事業は東アジア市場に
加え、東南アジア市場を開拓

生活必需品カテゴリーの
ラインナップ強化
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2025

売上高
１５０億円

（2022年度比 +xx％）

営業利益
１０億円

（2022年度比 +xx％）

営業利益率
６.６％

（2022年度比 +xx pt）

総資本回転率
Ｘ.ｘ回以上

ROE
５.０％

（2022年度比 +xx pt）

DoE
１.ｘ％以上
（安定的に配当）

売上高
１５０億円

（2022年度比 +37.2％）

営業利益
８億円

（2022年度比 20倍）

営業利益率
５.３％

（2022年度比 +4.9 pt）

ROE
５.０％以上

DOE
１.８％以上

PBR
１.０倍以上

新中期経営計画2023-2025 最終年度目標



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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シンプルでこだわりの強い少人数世帯の生活者

家電製品事業：寄り添うお客様
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増加する単独・少人数世帯 注力カテゴリーのシリーズ化

リピートやライフステージごとの
買替需要も見込める需要の大きな生活必需品

注力カテゴリーターゲットを絞った商品作り

・ミニマリズム
・趣味やこだわり
・SDGsへの共感
・良いモノを⻑く使う

お客様にお選びいただきやすく
ご販売しやすい商品ラインナップ

シリーズ化

・独⾃のライフスタイル
・ブランドより機能優先
・値段よりこだわり
・ストーリーへの共感

家電製品事業：「匠・感動」商品を中心に生活必需品のラインナップ強化
需要の大きな生活必需品カテゴリーに、ツインバードの独⾃性あふれる製品を小型から
中型までのラインナップで拡充する。このため、積極的な新商品開発投資を実行する。
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お客様との
コミュニケーションの変革 販売チャネルの変革価値訴求への変革 ② ③①TWINBIRD

ブランド価値向上
PRICE＆PRODUCT PROMOTION PLACE

• 上記記述内容には、将来の見通しや取組み内容に関する記述が含まれています。これらの記述は、当該資料を作成した時点における情報や予測に基づいて作成されたものであり、
将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は様々な要因により、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意ください。

【免責事項】
• 図はイメージを表現しています。

売
上

Now Future

既存商品

戦略的
新商品

戦略的
新商品

戦略的
新商品

戦略的
新商品

全⾃動
コーヒーメーカー

スチーム
オーブンレンジ

中型冷蔵庫

戦略的
新商品

単機能電子レンジ/冷蔵庫等

①匠・感動ブランドラインの
高付加価値型製品の開発と
拡販

②重点商品カテゴリーのライ
ンナップ拡充とシリーズ化

家電製品事業：収益性向上と成⻑のシナリオ
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家電製品事業：海外市場の開拓

事例：東アジア市場でのブランド展開
CM-D457TWB：匠_全⾃動珈琲メーカー（台湾市場）
TB70：感動_充電式スティック型クリーナー 等（韓国市場）

事例：東アジア市場でのOEM事業
英会話知育教材の共同開発
BR2：Mickey Mouse Blu-ray MATE
※ World Family English Ltd.様とのビジネス

・東アジア市場に加え、事業パートナーとの協業により東南アジア市場を開拓

東アジア市場
の事業例

⾃社ブランド事業の展開 OEM事業の展開
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家電製品事業：成⻑著しい東南アジア市場の開拓

東南アジア市場の開拓

人口増加
人口ボーナス

高い
経済成⻑率

出典：国際機関日本アセアンセンター
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＜商品企画着想＞
コスト競争力や品質力

継続改善・新規情報の蓄積

コスト競争力
と品質の向上

新商品開発ステップでの
品質・原価の作りこみ

テクノロジー

継続的な効率化/改善による
品質・原価の作り込み

サプライチェーン

継続的な改善活動で得た
新技術・部品情報

ネットワーク

お客様起点で付加価値を
高めた新商品企画の創出

バリューチェーン

発売原価企画
品質企画

VA/VE商品企画

スパイラル
アップ効果

＜商品開発段階＞
目標コスト・品質の実現

開発製造先との共創（QCD）

＜商品企画立案＞
最適コスト・最適品質の

具体的プラン構築

＜商品力改善段階＞
コスト・品質の継続的

改善活動

家電製品事業：継続的な品質・原価の作り込み
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お客様のお声活動 (Voice of Customer) 品質の更なる作りこみ

信頼性向上の取組み 品質マネジメントシステム（QMS)

「お客様満足No.1」のその先へ
〜燕三条発のイノベーションで、世界中の人々に持続可能な幸せを

提供するブランドになる〜

• ツインバード独自のコール
センターシステムの強化

• 業界トップクラスの応答率
• お客様のお声を受止め、

製品に反映するVOC活動
• お客様応対品質の向上

• 三現主義の徹底
• お客様に寄り添う
• 蓄積した市場品質データ

を基に、商品企画開発の
上流から品質を企画し、
作り込む

• 高付加価値型製品や生活
必需製品へのシフトに
合わせた、製品信頼性
向上への取組み

• 設計寿命向上プロジェクト
による製品の⻑寿命化

• ISO9001に準拠した
ツインバード独自のQMS

• QMSの厳格運⽤による
継続的品質保証活動

• 「魅力品質」を追求し、
ブランディングに貢献

安心･安全
⻑く使える商品

家電製品事業：継続的な品質・原価の作り込み

声を受け取る

声に応える声を活⽤する

現物 現実

現場
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生活者から購入者へ
• 匠プレミアム・感動シンプルを中心とした魅力的な商品投入と商品価値の適切なコミュニケーショ

ンによる需要創造
購入者からユーザーへ

• 会員特典の充実により製品購入者の会員化促進
ユーザーからファンへ

• 会員登録頂いたお客様との継続的なコミュニケーションにより熱狂的なファンを創造

家電製品事業：熱狂的なファンを創造する取り組み

認知 興味 検索・
訪店 購入 ユーザー

登録

共有 リピート
購入

検索・
訪店 興味

ファン

生活者

メルマガ・ターゲティング・レコメンド・コミュニティー

PR・マス広告・SNS・バナー・リスティング

ユーザー
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家電製品事業：ツインバードの世界観を発信する空間の展開

より多くのお客様にTWINBIRDブランドの
世界観を体感いただく

Step１：Shop in Shop展開
量販店・百貨店・専門店にTWINBIRDコーナーを設置

Step２：ポップアップストア展開
TWINBIRDの家電と燕三条の非家電でブランドの世界観を表現

Step３：⾃社ストアの展開

TWINBIRDの家電・非家電を通じ、老若男女がリラックスして体験
できる空間を提供



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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FPSC事業： FPSC技術の優位性（コンプレッサー方式との比較）

1. 厳密な温度制御

イメージ図

0 5 10

-60

-30

0

+30

時間 (h)

-120

-90

冷凍/ Freezer

温度 (℃)

2. 極低温領域への適用 3  .    コンパクト・ポータブル

コンプレッサー（自社品）

スターリングクーラー

環境温度

圧縮器

凝縮器膨張弁蒸発器

冷媒の流れ

 コンプレッサー方式

 スターリングクーラー方式
 システムの小型化や

ポータブル⽤途に適する

 冷却システムが複雑
 移動中の冷却に適さない

+10 0 -20 -40 -80 -100 -150℃

電子冷却素子方式

コンプレッサー方式（1台）

スターリングクーラー方式（1台）
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４．環境にやさしい

 冷媒にフロン不使⽤
 省エネルギー設計

５．宇宙での利用実績：高い技術力と信頼性

FPSC事業： FPSC技術の優位性（コンプレッサー方式との比較）
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燃油検査

低温反応漕

露点計

温度校正

低温試験

環境計測

医薬輸送

医療診断

細胞治療

食品輸送

飲料冷却

⺠生⽤途

• ４分野に注力し、重点顧客との取引深耕と成功事例の横展開により、事業規模の拡大を図る

化学・エネ化学・エネ 計測・環境計測・環境 医薬・ﾊﾞｲｵ医薬・ﾊﾞｲｵ 食品・流通食品・流通

B2B B2B2C

※新冷却技術 FPSC (フリー・ピストン・スターリング・クーラー)

主要な地域

北米および欧州

注力４分野

FPSC事業：注力４分野と主要な地域
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FPSC事業： FPSC技術の優位性

0
-10
-20
-30
-40
-50
-60
-70
-80

不活化ワクチン
DNAワクチン

（アストラゼネカ）

mRNAワクチン
（ファイザー）

【ワクチン管理温度*】

* 厚生労働省資料等を基に当社作成、管理温度は最⻑有効期間の貯法での温度帯

10°C

-90

mRNAワクチン
（モデルナ）

ラストワンマイル(接種会場への輸送)における多様なワクチンの管理温度帯に対応

Stirling Ultracold製UTL25NEU
※当社がフリーザーボックス供給
（冷凍・超低温温度帯 -20 ℃ 〜 -86 ℃ ）

Global Cooling Inc.

バイオ・ワクチン保冷ボックス
SC-BV25
（冷蔵温度帯+4±2 ℃）

ディープフリーザー25L
SC-DF25
（冷蔵冷凍温度帯+10 ℃ 〜 -40 ℃ ）
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遺伝子型ワクチンのコールドチェーン構築実績とFPSC方式の技術優位性で新たな事業展開を検討

 厚生労働省が採択した唯一の可搬型武田
モデルナ社製ワクチン⽤低温冷凍庫

 国内10,000台を超える出荷実績、ワクチン
接種現場での安心安全の使用実績

① 可搬性に優れ「搬送」「保管」で継続使⽤可能
② 冷蔵・冷凍・超低温で1℃刻みの温度設定可能
③ 家電同様の使い易さ、国内生産で高い信頼性
④ 省電力、家庭⽤電源 およびシガー電源に対応

【免責事項】
• 上記記述内容には、将来の見通しや取組み内容に関する記述が含まれています。これらの記述は、当該資料を作成した時点における情報や予測に基づいて作成されたものであり、

将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は様々な要因により、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意ください。

遺伝子型ワクチン（mRNA*)での
安全安心なコールドチェーン構築実績

 コンプレッサー方式や他の冷却方式と比較した技術
的優位性を活⽤して事業開発

FPSC方式の技術的優位性の活用
* モデルナワクチン、ファイザーワクチン 病院治療

治験
医療研究

先進的治療薬

厳格な温度管理が求められる
コールドチェーンへ展開拡大

FPSC事業：医薬品コールドチェーン構築による新たな事業領域への挑戦
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ワクチンに加えて、コールドチェーンを必要とする医薬品のグローバル成⻑市場、
「抗体医薬品＆細胞治療薬＆遺伝子治療薬」への事業拡大を検討

既存製法 遺伝子型種類

温度帯 常温
冷蔵 ： 8℃〜 2℃
冷凍 ：−20℃〜−40℃
超低温：−70℃〜−80℃

医薬品

ワクチン (予防薬）

（ファイザー・モデルナ等）

市場予想 成⻑型

価格 低価格帯 高価格帯

低分子医薬品
（化合物）

（従来品）

抗体医薬品
（生物系）

（市場投入済）

細胞治療薬
（iPS等）

（市場投入開始）

遺伝子治療薬
（次世代型）

常温

治療薬

冷蔵 ： 8℃〜 2℃
冷凍 ：−20℃〜−40℃
超低温：−70℃〜−80℃

成⻑型 成⻑型 成⻑期待

低価格帯 高価格帯 高価格帯 中間価格帯

【免責事項】
• 上記記述内容には、将来の見通しや取組み内容に関する記述が含まれています。これらの記述は、当該資料を作成した時点における情報や予測に基づいて作成されたものであり、

将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。実際の結果は様々な要因により、将来の見通しと大きく異なる可能性があることにご留意ください。

FPSC事業：医薬品コールドチェーン構築による新たな事業領域への挑戦
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私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています
写真提供：JICA

2021年度よりJICAと連携し「ラスト・ワン・マイル支援」（日本政府によるODA）を通じて、
東ティモール、モザンビーク、セネガル、モンゴルにワクチン運搬庫を納入いたしました
2023年度は、中東パレスチナの他、各国へ国際貢献活動の拡大を継続してまいります

新型コロナウイルス感染症対策への国内貢献実績をアフリカ・アジア各国に展開中

FPSC事業：「ラスト・ワン・マイル支援」を通じた海外展開
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ワクチン運搬庫 SC-DF25WLの国内実績を踏まえ、「国際認証取得」を推進中
WHO認可による医療機材の認証制度であるPQS(Performance, Quality and Safety)認証は
国連機関やNGO、慈善団体の機材選定基準

「国際認証取得」に向けた活動 〜世界のユーザーにお選びいただくためのパスポート〜

SC-DF25 ディープフリーザー
PQSカテゴリー：E003(Refrigerators and freezers)

＜国際認証＞ ①事業所の認証 ISO 9001／ISO 14001
②製品の認証 IEC規格(欧州)

グローバル展開の加速

PQS認証

社会課題解決に向けた活動

ワクチン運搬庫

WHO認可の医療機材

FPSC事業：「国際認証取得」によるグローバル展開の加速



47

産業分野におけるCO₂削減等「カーボンニュートラル政策」に向けた新たな活用提案
FPSC技術の特徴

省電力・低排熱・フロン不使用

使用電力量の大幅な削減「CO₂削減/脱炭素」に貢献可能

冷却工程を必要とする製造ライン
排熱による温度上昇を抑えるため

大規模なエアコンが必要

当社は日本政府の進める2050年カーボンニュートラル
に寄与すべく、FPSC技術の普及に取組みます

ご提案

FPSC事業：脱炭素需要の開拓
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FPSC事業：スターリング冷凍機(SC)の技術的優位性

-20℃~-40℃は現状需要がある温度帯
-80℃以下は今後の需要が見込まれる温度帯
（出典：GII超低温フリーザー市場調査レポート）

-20℃~-40℃温度帯への展開強化（ワクチン搬送、医薬品搬送）

-80℃以下温度帯への展開強化（細胞搬送、医薬品搬送）

SCの技術的優位性を活かした利用領域の拡大

①

②
ペルチェ

専用冷凍システムSC SC

SC

-80℃以下温度帯
SCの優位点：冷凍能力
および軽量化
(同サイズでの比較)

-30℃~-40℃温度帯
SCの優位点：冷凍能力
(同サイズでの比較)

冷蔵域
サイズ/可搬性SCの優位領域

SC

冷凍能力

SC SC SC
2段コンプレッサ 2段コンプレッサ

コンプレッサコンプレッサ‐20℃

‐40℃

‐80℃
‐90℃

極低温

冷
却
温
度

SC

小型

小容量 大容量

大型
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当社は SDGsの一つである「すべての人に健康と福祉を」の
達成に向けて、国内外のネットワークを通じ、グローバル規
模での最新技術に基づくコールドチェーンの構築や医療サー
ビスの拡充に参画し、当社スターリング冷凍技術が医療分野
でスタンダードの一つとなるよう取り組んでまいります。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

FPSC事業：グローバルコールドチェーンのスタンダード技術を目指して



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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2023-2025（3年間累計）

売上高
１５０億円

（2022年度比 +xx％）

営業利益
１０億円

（2022年度比 +xx％）

営業利益率
６.６％

（2022年度比 +xx pt）

戦略的投資
５５億円※

（前中計期間比 +２０億円）
※キャッシュベース

商品開発投資
３３億円

（前中計期間比 +１０億円）

減価償却費
１９億円

（前中計期間比 +８億円）

• 前中計期間（2020-2022）において強化した財務体質を活用するとともに、収益改善により
キャッシュ創出力をさらに高め、今後も積極的に戦略的投資を実行

• 本中計期間（2023-2025）では、匠・感動製品を中心にラインナップ拡充を実現する商品開発
投資（研究開発費、金型投資）やブランディング投資を継続的に実行

• 2024年度稼働予定のサプライチェーンマネジメントシステムにより業務効率向上を大きく実現
• 家電製品事業のグローバル展開やFPSC事業に関する投資も継続し、販路拡大を企図

新中期経営計画2023-2025 投資計画
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2025（最終年度目標）

総資本回転率
Ｘ.ｘ回以上

ROE
５.０％

（2022年度比 +xx pt）

DoE
１.ｘ％以上
（安定的に配当）

ROE
５.０％以上

DOE
１.８％以上

PBR
１.０倍以上

• 業績の向上を図り財務体質の強化を図ることで、安定的かつ持続可能な株主還元（配当・⾃
⼰株式取得）をおこなうことを基本方針とする

• 配当についてはDOE1.5%以上の水準を安定的に確保し、段階的に引き上げを進める
• ⾃⼰株式の取得を適切な時期に機動的に実行し、総還元性向の向上を図る
• 2025年度に当社株主資本コストを踏まえ、 ROE 5.0%以上、及びPBR1.0倍以上を目指す

新中期経営計画2023-2025 資本政策・株主還元政策



１．前 中期経営計画2020-2022の振り返り

２．新 中期経営計画2023-2025の骨子

３．家電製品事業の戦略方針と実行計画

４．FPSC事業の戦略方針と実行計画

５．投資計画と資本政策

６．ESG方針

新中期経営計画2023-2025
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■ 燕三条発のイノベーションで、世界中の人々に持続可能な幸せを提供するブランドになるため、
ESGを意識した企業活動を展開していく

Ｅ：環境 Ｓ：社会 Ｇ：ガバナンス

家電製品事業

中⻑期的な取り組み

経営基盤の強化

FPSC事業

燕三条地域のものづくりネットワークを
活用した開発・製造

脱炭素に取り組む企業の既存冷却
装置の置き換えを通じたCO2削減

地球温暖化係数ゼロの
ヘリウム冷媒を使用

燕市および新潟県のふるさと納税返礼品
の提供を通じた地域貢献DXによるSCM改善

ダイバーシティの進展
・ 女性管理職のさらなる登用 ・障がい者雇用の推進
・ グローバル人材の登用と育成

生産効率化
ムダ撲滅

医薬品コールドチェーンの確立

多様な社外取締役を含めた、取締役会・
ガバナンス委員会等での活発な議論

ラスト・ワン・マイル事業を通じた
感染症対策の途上国支援

ステークホルダーズへの
的確な情報開示

ツインバードらしい働き方改革の推進
（働きやすさ×やりがい＝働きがい）

本社敷地内に250ｋＷ
の太陽光発電を運用

公正で透明な企業活動の実践
及び リスク管理の徹底

新中期経営計画2023-2025 ESG方針
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